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低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付金を支給します

食費などの物価高騰に直面し、特に影響を受ける低所得の子育て世帯へ、特別給付金を支給します。

コールセンターもご利用ください
　厚生労働省コールセンター
　☎０１２０-４００-９０３（平日午前９時～午後６時）

問合せ
　子ども・子育て支援課子ども政策係　☎㉕９３３１
　各支所市民福祉課

１．ひとり親世帯分

支給額　　児童１人あたり５万円
申請手続　申請書は子ども・子育て支援課、各支所市民福祉課にあります。
　　　　　市ホームページからもダウンロードできます。申請書は郵送でも受け付けます。
郵送先　　〒697-8501　浜田市殿町１番地　浜田市子ども・子育て支援課子ども政策係
申請期限　令和６年２月29日㈭　（郵送の場合、当日消印有効）

２．ひとり親世帯以外の子育て世帯分

支給対象者 申請

①
令和４年度に支給された「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひと
り親世帯以外の世帯分）」の支給対象者
※　対象者には既に通知を送付し、５月31日㈬支給済み

申請不要

② 令和５年度の住民税均等割が非課税の人
申請必要

③
食費などの物価高騰の影響を受け、令和５年１月以降の家計が急変し、住民税均等割が非課税
の人と同じ水準となっていると認められる人

(1)支給対象者

(1)支給対象者

(2)対象児童
支給対象者①の場合
・平成16年４月２日（特別児童扶養手当の認定を受けた児童は平成14年４月２日）から令和５年２月28日までに出
生した児童

※　子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の支給対象となった児童は、対象児童になりません。
支給対象者②③の場合
・平成17年４月２日（特別児童扶養手当の認定を受けた児童は平成15年４月２日）から令和６年２月29日までに出
生した児童

※　子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の支給対象となった児童及び支給対象者①で支給対象になっ
た児童は、対象児童になりません。

１．２．共通事項

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金

電力やガス、食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が
大きい低所得世帯（住民税非課税世帯など）に対し、重点支援給付金を支給します。

支給対象者 住所 手続

①

世帯全員の令和５年度分の住民税
均等割が非課税である世帯

※　以下の世帯は除く
・住民税が課税されている人の親
族のみで構成される世帯

・ほかの地方公共団体で令和５年
度分の「住民税非課税世帯に対
する給付金」を受給した人を含
む世帯

ア

世帯全員が令和５年１月１日以前か
ら浜田市に住民登録している場合
（令和４年９月30日から世帯主の変
更がない場合）

申請不要

市から支給決定通知を
送付しますので、内容
を確認してください

イ

世帯全員が令和５年１月１日以前か
ら浜田市に住民登録している場合
（令和４年９月30日から世帯主が変
更した場合）

申請不要

市から確認書を送付し
ますので、内容を確認
し返送してください

ウ 世帯の中に令和５年１月２日以降に
浜田市に転入した人がいる場合 申請必要

②
①以外の世帯で、予期せず家計が
急変し、①の世帯と同様の事情に
あると認められる世帯

申請必要

支給対象者　令和５年６月１日時点で浜田市に住民登録があり、以下の要件に該当する世帯
　　　　※　令和５年１月１日時点で日本国内に住所を有していない人のみで構成される世帯を除く

問合せ　地域福祉課地域福祉係　☎㉕９１１９

支給額　１世帯あたり３万円
申請手続
①のアに該当する世帯　…　７月上旬以降、市から支給決定
通知を順次送付します。内容を確認してください。
①のイに該当する世帯　…　７月上旬以降、市から確認書を
順次送付します。内容を確認の上、同封の返信用封筒で市
に返送してください。
①のウ及び②に該当する世帯　…　申請が必要です。申請書
は、地域福祉課及び各支所市民福祉課にあります。
市ホームページからもダウンロードできます。
申請書は郵送でも受け付けます。

郵送先　　〒６９７- ８５０１
　　　　　浜田市殿町１番地　浜田市地域福祉課地域福祉係
申請期限 10月31日㈫　（郵送の場合、当日消印有効）

支給対象者 申請

①
・令和５年３月分の児童扶養手当受給者
・令和５年４月分の新規児童扶養手当受給者
※　対象者には既に通知を送付し、５月31日㈬支給済み

申請不要

②
公的年金（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給していることにより、
令和５年３月分の児童扶養手当を受給していない人
（児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る場合に限る） 申請必要

③ 食費などの物価高騰の影響を受け、令和５年１月以降の家計が急変し、収入が児童扶養手当を
受給している人と同じ水準になっていると認められる人
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中央図書館・三隅図書館　開館10周年

図書館へ行ってみよう
図書館スタッフより
中央図書館と三隅図書館は平成25年に開館し、今年で開館10周年を迎えます。
この10年間、多くの市民の皆さんにご利用いただき、また、多くのボランティアの皆さんに支えていただきました。
今後も皆さんとともに、市民の憩いの場となるように努めます。

特別記念イベント
現在、年間を通じて様々な記念イベントを開催しています。
８月には特別イベントを実施します。

開館10周年を迎えた中央図書館、三隅図書館

８月11日㈷
日時

①村中 李衣さん 講演会
　対象　一般
　時間　午後２時～３時30分
会場　中央図書館多目的ホール
定員 60人
申込み

　　中央図書館に電話又は窓口で

②村中 李衣さんによる
　おはなし会
　対象　幼児・児童とその保護者
　時間　午前10時30分～11時
会場　三隅図書館

③移動図書館車ラブック号特別開館
　時間　午前９時30分～正午
会場　中央図書館駐車場

④盲導犬デモンストレーション
　時間　午前10時～11時30分
会場　中央図書館ロビー、

　　　　コミュニケーションスペースなど

⑤市内高校生による企画コーナー
　時間　午後２時～４時
会場　中央図書館

　　　　　コミュニケーションスペース

山口県生まれ。児童文学作家、ノートルダム清心女子大学児童学
科教授。０歳～100歳の様々な人と色々な場所で、絵本の読みあいを
行いながら、児童文学や絵本の創作を続けている。
「小さいベッド」（偕成社）で産経児童出版文化賞、「おねいちゃん」

（理論社）で野間児童文芸賞、「チャーシューの月」（小峰書店）で児
童文学者協会賞、「あららのはたけ」（偕成社）で坪田譲治文学賞を受賞。
「こくん」（童心社）は、ＩＢＢＹバリアフリー児童図書に選定される。
絵本の読みあいに関する著書として「女性受刑者とわが子をつな

ぐ絵本の読みあい」、「保育をゆたかに絵本でコミュニケーション」（か
もがわ出版）などがある。

村中 李衣（むらなか りえ）

浜田市オーガニックビレッジ宣言

４月25日㈫、浜田市はオーガニックビレッジ宣言
を行いました。
オーガニックビレッジとは、農業者だけでなく、
地域ぐるみで有機農業の生産から消費まで一貫して
取り組む地域のことです。
浜田市では、高齢化に伴う生産者の減少や、これ
に伴う農地や地域の荒廃などの課題を解決するため
有機農業を推進しており、令和２年度に有機野菜を
市の振興作物として位置づけました。

問合せ　教育総務課図書館係　☎㉒０４８０

浜田市の美しい里山の風景は、農業の営みに
よって保たれてきました。そして、豊かな森が
豊かな海を育んできました。
しかしながら、担い手の急激な減少などによ

り、農業や地域環境の維持は困難なものになり
つつあります。
浜田市では、有機農業を推進し、自然の豊か

さと経済の豊かさを両立させ、農業や農ある暮
らしを次世代の子どもたちにつないでいきます。
「いかしあうつながり（有機的な関係性）によっ
て、浜田市の大地と海、風土をはぐくみ続ける
まち」を目指し、ここに「オーガニックビレッ
ジ」を宣言します。

令和５年４月25日
　　　　　　　浜田市長　久保田　章市

令和４年度には、みどりの食料システム推進交付金（国事業）を活用して、有機米や有機露地野菜の栽培
実証を行いました。今後提供予定である有機給食など、有機農業の産地化に向けた取組を進めています。
このような取組を通じて、豊かな自然や暮らしを次世代の子どもたちにつなぐために、温室効果ガスの削
減や地域内エネルギー循環、食育の推進など、様々な課題に地域ぐるみで取り組むオーガニックビレッジを
目指します。

記者会見の様子

〇企業などと連携した産地づくりの推進
〇野菜の端材や未利用魚を利用した有機
　質堆肥の開発
〇有機農産物の地産地消の推進
〇有機給食・食育の推進

浜田市オーガニックビレッジ
実現に向けた主な取組内容

浜田市オーガニックビレッジ宣言文

問合せ　農林業支援センター　☎㉒３５００
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萩・石見空港　夏のお得な助成情報期間限定
！

問合せ
　萩・石見空港利用拡大促進協議会
　（益田市空港対策室）
　☎０８５６㉓０９９０

期間中に東京線を往復利用した25歳以下の搭乗者と、その同乗者（２人まで）
への期間限定助成制度が今年度も始まります。

Ｕ-25・夏　助成制度の開始

助成金額 10,000円（小児運賃の場合は5,000円）

期間 ７月１日㈯～９月30日㈯　※　期間中は毎日運航

申請に必要なもの
①　専用の申請書
②　助成申請する搭乗分のご搭乗案内（ピンク色）もしくは搭乗証明書
③　25歳以下の人の年齢を証明する資料の写し

申請期限 搭乗日（復路）の属する月の翌月末まで（当日消印有効）

対象 島根県、萩市・阿武町の在住者

大阪線の運航開始に伴い、期間限定助成制度が始まります。

大阪伊丹空港への運航

助成金額 片道あたり2,500円

期間 ８月11日㈷～15日㈫　※　期間中は毎日運航

運航時間
※　気象状況の影響などにより

運休する場合があります

申請に必要なもの
①　専用の申請書
②　助成申請する搭乗分のご搭乗案内（ピンク色）もしくは搭乗証明書

申請期限 ９月19日㈫（当日消印有効）

対象
浜田市、益田市、津和野町、吉賀町、萩市、阿武町の在住者又は出身者（家
族含む）

発 着
萩・石見 → 大阪（伊丹）
８：50 9：55

大阪（伊丹） → 萩・石見
７：20 8：20

市長日記元気な浜田をつくります （令和５年５月）

米軍機騒音対策協議会の会長として、防衛省や外務省などに米軍機による飛行訓練の中止などの要請を行いました（５月31日）

浜田の地域医療を守る会総会に出席しま
した（５月25日）

浜田市出身でフットサル元日本代表の金山友紀
さんから現役引退の報告を、ポルセイド浜田か
らリーグ戦開幕の報告を受けました（５月23日）

日本海信用金庫「せがれ塾」第11期生発
会式に出席し、経営後継者の皆さんに講
演を行いました（５月24日）

Shimane×Italy（島根イタリー）が、
はまだお魚市場で開催され、トークセッ
ションに参加しました（５月21日）

浜田港振興会会長として島根県、浜田港・三隅港利
用促進協議会と国際定期コンテナ航路複便化のため
韓国関係企業団体を訪問しました（５月17日、18日）

㈱エスプールグローカルBPOセンター浜
田（ゆめタウン浜田２階）のオープニン
グセレモニーに出席しました（５月16日）

㈱ケイ・エフ・ジーから新生児の誕生祝
い用としてミネラルウォーターの寄贈を
受けました（５月16日）

浜田市長杯親善ペタンク大会に出席しま
した（５月16日）

WBC2023野球日本代表コーチの清水雅
治さんに浜田市エキスパート指導者を委
嘱しました（５月13日）

中国市長会会長として、中国市長会総会
を浜田市で開催しました（５月11日）春の全国交通安全運

動総決起大会に出席

し、市役所前の国道
９号で交通安全の啓

発活動を行いました
（５月11日）
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♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

プロの演奏と共に校歌を合唱

贈呈された発電機

歴史を訪ねて歩く参加者

ドライバーに安全運転を呼びかける

６月１日㈭、原井小学校で「スペシャルスクールコンサート
　～音楽のスタイル♪～」が開催されました。
ハイブリッドウインドオーケストラのメンバーによるサック

スとピアノの３重奏が披露され、児童たちはクラシック、ジャ
ズ、ロックなど様々な音楽のスタイルを楽しみました。
アンコールでは原井小学校の校歌が演奏され、全校生徒で合

唱しました。参加した児童は「楽器が同じでも、音楽の種類に
よってリズムが変わるので、色んなノリがあり楽しかった」と
満足そうに話していました。

　５月20日㈯、波佐まちづくりセンターの主催で、波佐地区の
歴史を訪ねるウォーキング大会が開催されました。
　ときわ会館をスタートした約80人の参加者は、約5.2㎞の
コースの中で、波佐ゆかりの神社、お寺のほか、城跡や遺跡な
どを訪ねて回りました。
　歴史探訪の各ポイントでは、史跡のゆかりや成り立ちについ
て地元のスタッフから解説がありました。
　参加者は、波佐の歴史に触れながらウォーキングを楽しみ、
ゴール後は山菜入り炊き込みご飯のお土産を持ち帰りました。

　５月16日㈫、三隅自治振興会館でポータブルガス発電機とカ
セットガスセットの贈呈式がありました。
　これは、マルヰ会山陰地区会の矢冨石油店が、地域に密着し
た活動の一環として、災害時に役立つ防災用品を三隅自治振興
会に寄贈したものです。
　三隅自治振興会の今田正道会長は、「昭和58年の豪雨災害か
ら40年が経過し、今年は炊き出し訓練を計画しているので、有
効に活用したい」と話していました。

　５月11日㈭、交通安全テント村が旭町本郷地内の県道浜田作
木線で行われました。
　これは、交通安全対策協議会旭支部が全国交通安全運動にあ
わせて毎回実施しているもので、この日は、協議会旭支部関係
者14人が、通勤途中の約100人のドライバーに交通安全グッズ
を配布し、安全運転をお願いしました。
　ドライバーは関係者からの安全運転啓発に、「気をつけます」
と笑顔で答えていました。

ひろがるハーモニーと音の輪
～ スペシャルスクールコンサート ～

はまだ

災害に備える防災用品
～ 非常用発電機の贈呈式 ～

みすみ

歴史を訪ねて
～ 波佐歴史探訪ウォーキング ～

かなぎ

「交通事故無し」を願い
～ 交通安全テント村 ～

あさひ

児童の前で田ばやしを披露

餅まきで春祭りの再開を祝う来場者

園児による記念パレード

手作りの甲冑姿で武者行列

　５月10日㈬、今福小学校の実習田で児童による田植えが行わ
れました。
　田植えに先立ち、久佐・上長屋田ばやし保存会による田ばや
しが披露されました。田ばやしは、例年７月に行われる半夏祭
で奉納されますが、今年は初めて児童の前で実習田の豊作を
祈って舞われました。
　横笛の軽やかな音色に合わせて、太鼓をたたく姿に送られ、
児童たちは豊作を祈りながら田植えをしました。
　田植えが終わると「楽しかった」と満足そうでした。

　５月９日㈫、浜田市交通安全協会弥栄支部主催で、「交通死
亡事故ゼロ10,000日達成記念大会」が開催されました。弥栄地
域の住民一人ひとりが、交通死亡事故予防に努めており、４月
30日で警察の統計上、交通死亡事故ゼロ10,000日を達成しまし
た。大会では、弥栄小・中学校の代表が「交通死亡事故ゼロの
記録を続けていき、安全で住みやすい弥栄地域を作っていきま
す」と交通安全を誓いました。
　式典後には、弥栄地域青色防犯パトロール隊の出発式や、や
さかこども園の園児による記念パレードが行われました。

　５月４日㈷、弥栄のみらい創造会議主催で、「ふるさと体験
村春祭り」が６年ぶりに開催されました。杵束田ばやし保存会
による田ばやし、よさこい、餅まきが実施されたほか、安城神
楽社中による石見神楽の上演や、野菜、牛肉、どぶろくなど地
元産品の販売がありました。約3,000人の来場者は、弥栄のお
いしい食べ物とステージイベントを楽しみました。
　主催者の代表は、「施設の再開を通じて、持続可能なまちづ
くりを行い、地域交流を図りたい」と今後の展望を話していま
した。

　５月３日㈷～５日㈷までの３日間、三隅公園・三隅神社境内
で、４年ぶりとなるつつじ祭りが開催されました。天候にも恵
まれ、３日間とおして延べ約4,100人が会場を訪れました。
　期間中は、三隅神社境内において、３団体が日替わりで石見
神楽を上演したほか、紙芝居や特産品販売、屋台村もあり、子
ども連れなど多くの人で賑わいました。
　また、３日㈷には、手作りの甲冑を着用した子どもたちの武
者行列も行われ、つつじ祭りを大いに盛り上げました。

田ばやしで豊作祈願
～ 児童による田植え ～

かなぎ

6年ぶりの再開
～ ふるさと体験村春祭り ～

やさか

交通安全の意識を高めて
～ 弥栄地域交通死亡事故ゼロ10,000日達成 ～

やさか

彩と心が招くふるさと三隅
～ 三隅氏発祥800年記念三隅つつじ祭り ～

みすみ

♥Town Topics
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

海
上
保
安
庁
で
は
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、

次
の
事
項
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

遊
泳

・
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を

離
さ
な
い
。

・
立
入
禁
止
区
域
や
離
岸
流
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
絶
対
に
泳
が
な

い
。

・
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な
い
。

釣
り

・
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
や
友
人
に
、

行
先
と
帰
宅
時
間
を
伝
え
て
お
く
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用

す
る
。

・
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
行
き
、

連
絡
手
段
を
常
に
確
保
す
る
。

・
立
入
禁
止
区
域
で
は
絶
対
に
釣
り

を
し
な
い
。

小
型
船
舶

・
出
航
前
に
、「
機
関
の
点
検
」「
燃

料
の
確
認
」「
船
体
の
確
認
」
を

行
う
。

・
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
い
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
す

る
。

・
防
水
パ
ッ
ク
入
り
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
行
き
、

連
絡
手
段
を
常
に
確
保
す
る
。

※

天
候
や
波
が
少
し
で
も
荒
れ
て

い
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
取
り
止
め

る
。

※

注
意
事
項
の
詳
細
は
ウ
オ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ウォーターセーフティ
ガイドはこちらから見
られます

問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
㉗
０
７
７
２

浜
田
市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20

日
か
ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
、「
山
陰
豪
雨
災

害
」
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
次

世
代
に
伝
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
７
月
23

日
を
「
市
民
防
災
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黙
祷
実
施
日

７
月
23
日
㈰

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

午
後
０
時
５
分
ご
ろ

三
隅午

前
７
時
ご
ろ

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

地
震
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

地
震
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具

の
固
定
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
と
も

に
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

浜
田
市
で
は
、
８
月
に
地
震
体
験

車
で
地
震
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
防
災
に

対
す
る
知
識
、
技
術
を
習
得
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時

8
月
２
日
㈬
〜
30
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

費
用

無
料

申
込
要
件

・
３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
停
車
で
き
る
駐

車
場
、
広
場
が
あ
る
こ
と

・
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
学
校
、

事
業
所
単
位
で
お
お
む
ね
20
人
以

上
の
参
加
者
が
見
込
め
る
こ
と

※

雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
希
望
に

沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

7
月
10
日
㈪
〜
28

日
㈮
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

申
込
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課

☎
㉒
１
１
６
７

地震体験車

生
活
・
環
境

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
と
は
？

消費者庁　消費者ホット
ライン188イメージキャ
ラクター「イヤヤン」

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
を

ご
案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生

活
相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
（
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
は
除
く
）。

「
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
に

あ
っ
た
」「
商
品
を
注
文
し
た
ら
定

期
購
入
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？そ

ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相
談

員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま

す
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

令
和
４
年
度
に
国
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

浜
田
市
生
活
路
線
バ
ス
「
三
隅
路

線
」
の
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

生
活
路
線
バ
ス
車
両
整
備
事
業

・
総
事
業
費

１
０
６
７
万
円

（
交
付
金
額

７
８
８
万
１
千
円
）

問
合
せ

政
策
企
画
課
企
画
係

☎
㉕
９
２
０
０

生活路線バス
「三隅路線」ひゃこるバス

生
活
路
線
バ
ス
の
車
両
を
更

新
し
ま
し
た

犬
・
猫
は
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼

う
人
は
周
り
へ
の
気
配
り
を
忘
れ
ず

に
、
最
後
ま
で
責
任
と
愛
情
を
も
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

苦
情
で
多
い
の
は
、
フ
ン
の
放

置
、鳴
き
声
、放
し
飼
い
な
ど
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
フ
ン
は
持
ち
帰
っ
て

始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

飼
い
主
に
は
、
生
涯
１
回
の
登
録

と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
猫

の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内
で
飼

育
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
ず
に
済
み
ま
す
。
ま
た
、
事

故
や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
に
な
り
ま
す
。

繁
殖
制
限
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
繁
殖
制
限
手
術
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
猫
の
繁
殖
制

限
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の
猫

の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫
を

迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ
て
捕
獲

や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
当
に
猫
の
こ
と
を
思
う
な
ら
、

む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
餌
を
与
え
る
な
ら
飼
い
主
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

I
C
O
C
A
利
用
開
始
及
び

島
根
県
共
通
バ
ス
カ
ー
ド
の

販
売
を
終
了
し
ま
す

令
和
5
年
3
月
22
日
か
ら
石
見
交

通
路
線
バ
ス
（
大
阪
線
を
除
く
）
で

交
通
系
I
C
カ
ー
ド
I
C
O
C
A

（
イ
コ
カ
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
I
C
O
C
A
を
利
用

し
て
乗
車
し
た
場
合
に
は
、
運
賃
に

対
し
て
最
大
10
％
の
割
引
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
I
C
O
C
A
の
導
入
に
伴

い
、
島
根
県
共
通
バ
ス
カ
ー
ド
の
販

売
が
令
和
5
年
7
月
31
日
㈪
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。

お
手
持
ち
の
バ
ス
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
令
和
7
年
3
月
31
日
㈪
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
見

交
通
㈱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係

☎
㉕
９
２
０
１

石見交通㈱ホームページ
はこちらから見られます

７
月
１
日
㈯
か
ら
21
日
㈮
ま

で
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

夏
季
は
、
行
楽
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
、
夏
特
有
の
解
放
感
、
暑

さ
か
ら
く
る
疲
れ
な
ど
に
よ
る
注
意

散
漫
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

⑴

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

⑵

自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
は
じ
め
と
す
る
被
害
軽

減
対
策
の
徹
底

⑶

飲
酒
運
転
の
根
絶

⑷

過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
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ポ
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ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を

回
収
し
て
い
ま
す

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用

油
（
使
用
済
み
油
）
を
回
収
し
て
い

ま
す
。

廃
食
用
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
な
ど
と
し
て
再
生
し
、
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田

市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車
場

内
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城

金
城
支
所
駐
車
場
内
公
用
車

車
庫
横

旭

旭
支
所
正
面
玄
関
下

弥
栄

弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
公

用
車
車
庫
横

資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

ハ
チ
は
、
雨
や
風
が
し
の
ぎ
や
す

い
場
所
を
選
ん
で
巣
を
作
り
始
め
ま

す
。
中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
７
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
巣
の
発
達
が
頂

点
に
達
し
、
同
時
に
攻
撃
的
に
な
る

最
も
危
険
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

巣
が
小
さ
い
う
ち
に
発
見
し
駆
除

を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

早
期
の
発
見
、
駆
除
を
勧
め
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・
木

の
幹
に
空
い
た
穴
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者

が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

駆
除
業
者

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町

☎
㉒
２
８
９
２
】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

【
後
野
町

☎
42
１
７
８
９
】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営
業
所

【
長
沢
町

☎
㉓
０
８
３
２
】

・
ダ
ス
キ
ン
高
田
支
店

【
高
田
町

☎
㉒
５
５
７
７
】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町

☎
㉒
１
５
９
８
】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

【
片
庭
町

☎
㉓
６
４
７
１
】

・
え
ん
じ
ょ
い
ネ
ッ
ト

【
三
隅
町

☎
０
９
０-

７
３
７

３-

７
８
４
６
】

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

７
月
9
日
㈰
、
８
月
27
日

㈰
、
９
月
24
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
に
つ
い
て
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

住

宅

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://akiya-ham
ada.com

/

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

ホームページは
こちらからも入
れます

狭
い
市
道
の
拡
幅
を
補
助
し

ま
す

市
で
は
「
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
建
築
物
の
建
替
え

時
に
狭
い
市
道
の
拡
幅
整
備
を
行
い
、

災
害
時
の
避
難
行
動
や
防
火
活
動
、

日
照
・
通
風
・
防
火
性
能
な
ど
に
有

利
な
空
間
を
確
保
し
、
安
全
で
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。

事
業
の
概
要

都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
幅

員
１
・
８
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
の
市
道

（
２
項
道
路
に
限
る
）
に
面
し
た
建

築
物
の
建
替
え
を
行
う
場
合
に
、
図

の
拡
幅
部
分
（
道
路
後
退
用
地
）
を

市
に
無
償
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
の

部
分
に
あ
る
門
、
塀
な
ど
の
撤
去
費

や
、
後
退
し
た
部
分
に
設
け
る
擁
壁

の
築
造
費
な
ど
に
つ
い
て
、
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

無
償
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
道
路

後
退
用
地
は
、
浜
田
市
道
と
し
て
整

備
し
、
維
持
管
理
し
ま
す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

産

業

地
域
活
性
化

令
和
４
〜
６
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
５
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法

島
根
県
と
県
内
市
町
が

共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、
必
要
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

７
月
27
日
㈭
〜
8
月
10
日
㈭

受
付
・
問
合
せ

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
７
億
円

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
３
千
万
円

発
売
期
間

７
月
４
日
㈫
〜
８
月
４
日
㈮

※

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
購

入
で
き
ま
す
。

問
合
せ

島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
５
２
61
３
１
３
０

資
源
ご
み
の
分
別
排
出
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
無

料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

回
収
品
目

か
ん
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

浜
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所

金
城

金
城
支
所

旭　
　
旭
支
所

弥
栄

弥
栄
支
所

三
隅

三
隅
支
所

持
込
方
法

・
中
を
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間

浜
田

市
役
所

午
前
7
時
〜
午
後
7
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
8
時
30

分
〜
午
後
9
時

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※

全
て
平
日
で
す
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

7月側溝消毒予定表
日 曜 場所
3 月 長沢町６・８
4 火 浅井町４～６
5 水 浅井町１～３、黒川町１・２
6 木 黒川町３～７
10 月 相生町１～３
11 火 相生町３・４、竹迫町
12 水 杉戸町、笠柄町
13 木 熱田町６～10
18 火 熱田町11～13
19 水 熱田町14、内田町
20 木 長浜町１～８
24 月 日脚町２～６・８
25 火 治和町２･３･５・６、津摩町、陽光台
26 水 唐鐘１～９
27 木 国分町1～3、唐鐘10・11、下府町４～６・8
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施するこ
とがあります。

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

三
隅

三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
待

合
所
横

持
込
方
法

で
き
る
だ
け
、
天
か
す

な
ど
は
取
り
除
い
て
、
回
収
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
タ
ン
ク
に
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

・
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

各
支
所
市
民
福
祉
課

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体

県
内
の
女
性
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む
ね
10

人
以
上
、
た
だ
し
初
回
申
請
の
み

５
人
以
上
）
で
そ
の
半
数
以
上
が

女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安
で
す
。

対
象
事
業

10
月
１
日
㈰
〜
令
和
6

年
３
月
31
日
㈰
に
実
施
す
る
次
の

事
業

⑴

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

⑸

働
く
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り

助
成
金
額

１
件
あ
た
り
１
万
円
〜

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

※

⑵
、
⑸
は
対
象
経
費
全
額
を
助

成（
１
万
円
単
位
、上
限
10
万
円
）

募
集
締
切
日

７
月
15
日
㈯

申
込
方
法

申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定

９
月
下
旬
予
定

申
込
み
・
問
合
せ

公
益
信
託
し
ま

ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

☎
０
８
５
４
84
５
５
１
４

既存道路
境界線

４ｍ未満
市道

道路中心線

２ｍ ２ｍ

後退しなければな
らない道路境界線

拡幅部分（道路後退用地）
※　自分の土地であっても、
家を建てたり、門や塀などを
つくることができない土地

詳細はこちら
から見られま
す
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

ひ
き
こ
も
り
相
談
〜
ひ
き
こ

も
り
で
お
悩
み
の
人
へ
〜

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め

の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母
の
た
め
の
、
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

で
登
録
し
た
人
を
対
象
に
、
就
労
や

転
職
に
向
け
て
、個
々
の
状
況・ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
な
ど

を
行
い
、
自
立
・
就
労
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

支
援
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

ひ
と
り
親
家
庭
の
父・母（
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
除

く
）

料
金

無
料

相
談
受
付
・
問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

子

育

て

日
本
遺
族
会
で
は
、
先
の
大
戦
で

父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
に
、
旧
戦
域
を
訪
れ
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
住
民

と
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

参
加
資
格

戦
没
者
の
遺
児

実
施
地
域

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど

実
施
期
間
・
定
員

実
施
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費

10
万
円
（
集
合
場
所
ま
で
の
往
復

交
通
費
な
ど
は
、
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
）

付
添
人
の
青
年
部
（
戦
没
者
の
孫
、

ひ
孫
、
甥
、
姪
の
３
親
等
内
親
族
）

に
は
、
旅
費
の
３
分
の
１
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

島
根
県
遺
族
連
合
会

☎
０
８
５
２
㉑
４
０
２
５

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
は
、
全

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。
令
和
５
年
で
73

回
目
を
迎
え
ま
す
。

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
」
で
は
、
青
少
年
の
非

行
防
止
な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
と
犯
罪
被
害
防
止
の
た

め
、保
護
者
と
し
て
、大
人
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
有
害
情
報

か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
家
庭
や
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
「
青
少
年
は
地
域

社
会
が
育
む
」
と
い
う
視
点
に
立
っ

た
取
組
が
必
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感
じ
、

学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を
深
め
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の
も
と
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

更
生
保
護
を
支
え
る
人
々

保
護
司
会

保
護
司
は
、
保
護
観
察
を
受
け
て

い
る
人
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

「
処
遇
活
動
」
と
、
地
域
の
人
々
に

立
ち
直
り
支
援
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
「
地
域
活
動
」
の
2
つ
の
活

動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

処
遇
活
動

処
遇
活
動
の
中
核
は
、「
保
護
観

察
」
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
し
て
保

護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
と
月
２
〜

３
回
程
度
面
接
を
し
、
相
談
を
受
け

た
り
、
約
束
事
を
守
る
よ
う
に
指
導

し
ま
す
。

犯
罪
者
処
遇
の
専
門
家
で
、
国
の

職
員
で
あ
る
「
保
護
観
察
官
」
と
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
保
護

司
」が
二
人
三
脚
で
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動

住
民
向
け
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
様
々
な
広
報
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
や
学
校
な
ど
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会

更
生
保
護
女
性
会
は
、
地
域
社
会

の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、
犯
罪

を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改

善
更
生
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
女
性
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

Ｂ
Ｂ
Ｓ
（Big Brothers and 

Sisters M
ovem

ent

の
略
）
は
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
る
少
年
少
女

と
、
兄
や
姉
の
よ
う
な
身
近
な
存
在

と
し
て
接
し
な
が
ら
、
少
年
少
女
が

自
分
自
身
で
問
題
を
解
決
し
た
り
、

健
全
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

浜
田
市
で
は
、島
根
県
立
大
学（
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
学
生
会
員
を
中

心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
雇
用
主

協
力
雇
用
主
は
、
犯
罪
を
し
た
人

な
ど
の
自
立
及
び
社
会
復
帰
に
協
力

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
雇

用
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
民
間
の
事

業
主
で
す
。

犯
罪
を
し
た
人
な
ど
の
就
労
支
援

を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、

保
護
観
察
所
で
は
協
力
雇
用
主
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間

・
ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課
ま
ち
づ

く
り
社
会
教
育
係

☎
㉕
９
２
０
４

協
力
雇
用
主
の
募
集
に
つ
い
て

・
浜
田
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

☎
㉕
５
３
４
５

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
募
集
し
ま
す

「
人
と
会
う
の
が
苦
手
」「
将
来
が

不
安
」
な
ど
、
生
き
づ
ら
さ
を
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
悩
み
・
困

り
ご
と
に
つ
い
て
は
、
悩
み
の
内
容

や
年
代
に
合
わ
せ
て
様
々
な
相
談
窓

口
が
あ
り
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
本

人
・
家
族
な
ど
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

今
後
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
３
１

※

ひ
き
こ
も
り
と
は
、
様
々
な
要

因
の
結
果
と
し
て
社
会
参
加
（
就

学
、
就
労
、
交
遊
な
ど
）
を
回
避

し
、
原
則
的
に
6
か
月
以
上
に
わ

た
っ
て
お
お
む
ね
家
庭
に
と
ど
ま

り
続
け
て
い
る
状
態

対
象

障
が
い
者
を
雇
用
し
、
か
つ

障
が
い
者
雇
用
に
理
解
を
示
し
、

積
極
的
な
努
力
姿
勢
を
持
っ
て
い

る
次
の
全
て
に
該
当
す
る
市
内
の

事
務
所
又
は
事
業
所
（
支
店
、
営

業
所
な
ど
）

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
、
事
業
所
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
率
が
２
・
３
％
以

上
で
あ
る
こ
と

・
事
業
所
都
合
に
よ
る
６
か
月
以
内

の
障
が
い
者
の
解
雇
が
な
い
こ
と

・
勤
続
年
数
が
1
年
以
上
の
障
が
い

者
が
い
る
こ
と

応
募
の
場
合

「
浜
田
市
障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業

所
顕
彰
事
業
応
募
調
書
」
及
び
「
同

意
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
の
場
合

「
浜
田
市
障
が
い
者
雇
用
優
良
事

業
所
顕
彰
事
業
推
薦
調
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

様
式
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎
１
階

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

７
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

表
彰
の
時
期

10
月
ご
ろ

応
募
・
問
合
せ

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

社会を明るくする運動
メッセージ伝達式

更生保護女性会
ふくろうのぬいぐるみ（500個）を島根
あさひ社会復帰促進センターへ贈呈

更生ペンギンの
ホゴちゃんとサラちゃん

令和５年トルコ・シリア地震への義援金のお礼
令和５年２月６日にトルコ南東部で発生した地震に関して、多くの市民の皆

さんのご協力により、５万8,185円の義援金を市役所にお寄せいただきました。
この義援金は日本赤十字社を通じて、救援・復興活動に活用されます。
誠にありがとうございました。

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１５１

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

1415 広報はまだ：令和５年７月号広報はまだ：令和５年７月号



有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
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性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間
江木医院
令和６年２月29日㈭まで
浜田医療センター内　健診センター
令和６年２月29日㈭まで

実施場所

江木医院　☎㉒１１８１
予約受付 　8:30～12:00
          14:00～17:00
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象 20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

７月25日㈫

 9:00～ 9:15 波佐まちづくりセンター
 9:45～10:00 小国まちづくりセンター
10:45～10:55 久佐まちづくりセンター
11:30～11:45 美又まちづくりセンター
13:30～13:50 今福まちづくりセンター
14:05～14:35 雲城まちづくりセンター

７月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）
対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎㉕９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課
実施日 受付時間 会　場

７月26日㈬
8:30～ 9:30 日脚児童館
10:00～11:30 美川まちづくりセンター
13:15～14:45 弥栄会館

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
申込受付　10:00～

実施期間
令和６年２月29日㈭まで
毎週火・木・金曜日
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　8:30～12:00
　　　　　　　13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

7月14日㈮
9:00～10:00 弥栄会館
10:45～12:00 美川まちづくりセンター
13:45～15:45 長浜まちづくりセンター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

７
月
11
日
㈫

9:00～ 9:15金田会館

７
月
12
日
㈬

9:00～ 9:30 今福まちづくりセンター

７
月
13
日
㈭

8:30～ 8:45亀谷原消防詰所
9:25～ 9:40下長屋 山田様宅前 9:45～ 9:55東下久佐集会所 9:00～ 9:15長田浄蓮寺駐車場
9:50～10:05岩﨑隆行様宅前 10:05～10:20旧ＪＡ久佐事業所横 9:30～10:00 波佐まちづくりセンター
10:25～10:35植松集会所 10:30～10:50 久佐まちづくりセンター 10:15～10:30小波の郷
10:45～10:55福原集会所 11:00～11:10上長屋集会所 10:45～11:00 小国まちづくりセンター
11:05～11:20追原郷集会所 11:20～11:30上組集会所 11:15～11:30横山義孝様宅前
11:30～12:00 美又まちづくりセンター 11:40～12:00かたらいの家 11:45～12:00柚根集荷場
13:30～13:40皆合集会所付近 13:30～14:00 雲城まちづくりセンター
13:50～14:00二タ村集会所 14:10～14:40小笹集会所

14:50～15:00新開集会所

今大学では、主に対面とオンデマンドの講義があります。専門的な学問だけでなく、医師に必要な人間性や倫理観を養う講義もあり、日々刺激を受けています。６年間で医学的な知識を吸収し、様々なことを経験して、地域に必要とされる医師になれるように頑張ります。

浜田の地域医療を支えるために
医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

感染症の影響により行われなかった対面授業や部
活

動の新入生歓迎会、学園祭などが今年は行われる
の

で現在、私も含めた島根大学医学部生たちは活気
に

あふれた大学生活を送っています。将来は故郷の
浜

田市に貢献できるように６年間努力していきます
。

岩永宏太さん

響で多くの学校行事が制限されましたが、この春からは
規制が緩和され実施できる行事が増えるので、すごく楽
しみです。
大変なこともたくさんあると思いますが、有意義な６
年間を過ごし、将来は多くの人々の命を救う医師になれ
るように頑張ります。

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎㉕９３１０

医学生 だよりだより

島根大学１年の岩永宏太です。こ

の春、島根大学医学部医学科に入学

しました。大学では慣れない家事を

こなしながらも勉強も行い、さらに

は部活が始まったので忙しくもとて

も充実した毎日を過ごしています。

また、以前まではコロナウイルス

愛媛大学１年の藤原理愛です。故郷で
ある浜田市を離れ、今は新しい地で勉強
を頑張っています。愛媛県外出身で初め
はうまくやっていけるか不安でしたが、
友達もたくさんでき、とても充実した学
生生活を送っています。
高校時代はコロナウイルス感染症の影藤原理愛さん

島根大学１年の岡本亮太郎で
す。この春、島根大学医学部医
学科に入学しました。大学生活
は、慣れない１人暮らしが大変
ですが、部活動の先輩や同期の
仲間に励ましてもらいながら頑
張っています。

岡本亮太郎さん

・検診前の検温、体調確認のご協力をお願いします。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リ
スクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）
に感染を広げないため、検診時のマスク着用のご
協力をお願いします。

・年度内に同じ検診を複数回受けた場合、2回目以
降全額自己負担となります（妊婦健診のHPV検
査含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間
隔に当てはまらない場合受診をお断りすることが
あります。

問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一

斉
更
新

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で
広

域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人
を
含

む
）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険

者
証
（
薄
緑
色
）
は
、
７
月
31
日
㈪

ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
月
1
日
㈫
か
ら
使
用
す
る
被
保

険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
7
月

中
に
発
送
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と
き

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
「
１
割
」

「
２
割
」「
３
割
」
の
い
ず
れ
か
を

窓
口
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
窓
口

負
担
の
割
合
は
、
令
和
4
年
中
の
所

得
の
状
況
に
よ
っ
て
、
８
月
か
ら
変

更
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
被
保
険
者

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
一
部
負
担

金
の
割
合
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

令
和
4
年
中
の
所
得
額
な
ど
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
令
和
5
年

度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

納
付
方
法

特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及
び

口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ
り
、

特
別
徴
収
は
申
請
に
よ
り
普
通
徴

収
（
口
座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
手
続
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な

り
そ
う
な
場
合
は
、
支
払
い
を
自
己

負
担
限
度
額
で
止
め
る
た
め
の
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
や
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

交
付
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
の

状
況
に
よ
っ
て
限
度
額
の
区
分
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
や

申
請
手
続
は
、
保
険
年
金
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
認
定
証
の
有
効
期
間
が
７
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
も
引
き
続
き
該
当
の
場
合
は
、

７
月
中
に
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

被
保
険
者
証
の
更
新

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
の
有
効

期
限
が
７
月
31
日
㈪
で
切
れ
ま
す
。

８
月
１
日
㈫
か
ら
の
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
を

7
月
中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て

特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
一

世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い

る
人
全
員
の
被
保
険
者
証
が
届
い
た

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加
入

で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
お
送
り
す
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
は
、
加
入
者
名
義
に

な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
年
金
課
国
保

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
分
で

訂
正
す
る
と
、
そ
の
被
保
険
者
証
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
証
有
効
期
限

令
和
6
年
７
月
31
日
㈬

注
意
事
項

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
７
月
１
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
人

は
、
自
己
負
担
割
合
が
「
２
割
」

又
は
「
３
割
」
と
記
載
さ
れ
た
被

保
険
者
証
を
新
た
に
送
付
す
る
た

め
、
70
歳
の
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
１
日
の
人
は
誕
生
月
の
前

月
末
日
）
が
有
効
期
限
で
す
。

※

有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る
被

保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
送

付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、「
短

期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

３
か
月
短
期
被
保
険
者
証

10
月
31
日
㈫
有
効
期
限

６
か
月
短
期
被
保
険
者
証

令
和
6
年
１
月
31
日
㈬
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
有
効
期
限

※

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状
態

を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
８
月
１
日
以
降
無
効
）

は
、
返
還
不
要
で
す

８
月
１
日
㈫
以
降
、
は
さ
み
で
細

か
く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正
使
用
さ

れ
な
い
よ
う
に
確
実
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

※

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更
な

ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、
被
保

険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

届
い
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の
健

康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
及
び
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
（
扶
養
も
含

む
）
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
の
届
出

が
必
要
で
す
。
勤
務
先
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
は
行
い

ま
せ
ん
。
加
入
時
と
同
様
に
本
人
や

家
族
が
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
及
び
共
済
組
合
な
ど
）

の
保
険
証
（
被
扶
養
者
全
員
の
健

康
保
険
証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」又
は「
通
知
カ
ー
ド
」

・
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

高額療養費制度
　国民健康保険加入者が医療機関などの窓口で
支払う金額が高額となった場合、後からの支給
申請により、下表の自己負担限度額を超えた額
が払い戻される制度です。

申請先・問合せ　保険年金課賦課給付係　☎㉕９４１３

限度額適用認定証
　申請により「島根県国民健康保険限度額適用認定証」の交
付を受け、被保険者証と併せて医療機関などへ提示すること
で、窓口で支払う金額が自己負担限度額までとなります（限
度額の適用は月ごと、１医療機関ごとです）。高額な医療費
の一時的な負担が不要となりますので、必要となった場合は
事前に申請してください。

70歳未満の人

所得区分 所得金額（※１） 自己負担限度額（月額）
３回目まで ４回目以降（※２）

住
民
税
課
税
世
帯

（ア） 901万円を超える世帯 252,600円+（医療費－842,000円）×１% 140,100円

（イ） 600万円を超え901万円以下の世帯 167,400円+（医療費－558,000円）×１% 93,000円

（ウ） 210万円を超え600万円以下の世帯 80,100円+（医療費－267,000円）×１% 44,400円

（エ） 210万円以下の世帯（住民税非課税世帯を除く） 57,600円 44,400円

住民税非課税
世帯（オ） 住民税非課税世帯（※３） 35,400円 24,600円

（※１）所得金額とは国民健康保険加入者の総所得金額等から基礎控除（43万円）を除いた金額です。
（※２）「４回目以降」とは過去12か月以内に、同じ世帯で限度額以上の医療費の自己負担が４回以上あった場合

です。
（※３）世帯主と国民健康保険加入者の全員が住民税非課税の世帯です。

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く）

所得区分 負担
割合

自己負担限度額
外来（個人ごと） 外来+入院（世帯単位）

現役並み
所得者

Ⅲ 課税所得額が690万円以上

３割

252,600円+（医療費－842,000円）×１%（4回目以降は140,100円）

Ⅱ 課税所得額が380万円以上 167,400円+（医療費－558,000円）×１%（4回目以降は93,000円）

Ⅰ 課税所得額が145万円以上 　80,100円+（医療費－267,000）×１%（4回目以降は44,400円）

一般
２割

18,000円（※４） 57,600円
低所得者Ⅱ（※５） 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ（※６） 8,000円 15,000円

（※４）１年間（８月～翌７月）の外来の自己負担額の合計額に、年間144,000円の上限が設けられます。
（※５）同じ世帯の世帯主及び国保加入者が住民税非課税の世帯。
（※６）住民税非課税の世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）

を差し引いたとき０円となる人。

　入院したときには、医療費とは別に食事代が必要と
なりますが、70歳未満の住民税非課税世帯（オ）及び
70歳以上75歳未満の低所得者Ⅰ・Ⅱに該当する人は、
１食あたり460円の食事代が減額されて次のとおりと
なります。
70歳未満の人

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

住民税非課税世帯（オ） 90日以下 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の人(後期高齢者医療適用者を除く)

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

　療養病床に入院している65歳以上の人は、１食あた
り460円の食事代が次のとおり減額されます。また、
居住費として１日あたり370円の負担があります。

所得区分 食事代
（１食あたり）

居住費
（1日あたり）

住民税非課税世帯（オ）
低所得者Ⅱ 210円 370円
低所得者Ⅰ 130円

申請に必要なもの
　国民健康保険証・世帯主及び申請者の個人番号カード
又は通知カード・本人確認ができるもの
※　住民票上、同一世帯でない人が窓口で手続する場合、
　委任状が必要です。
※　７月31日まで認定を受けている人が、８月から引き
続き認定を受けるためには、再度申請が必要です。

国民健康保険加入者の窓口負担

自己負担限度額（月額）

入院した場合の食事代 療養病床に入院しているときの食事代・居住費
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
前
年

の
所
得
に
よ
り
１
割
か
ら
３
割
の
負

担
割
合
を
決
定
し
、
毎
年
７
月
に
交

付
を
行
い
ま
す
。

適
用
期
間
は
８
月
か
ら
１
年
間
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
、
総
合
事
業
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
全
員
に
、
負
担
割
合
を
記
載

し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付

し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
す
る

際
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
一

緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
65
歳
未
満
の
第
２
号
被
保

険
者
の
負
担
割
合
は
一
律
１
割
負
担

で
す
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
交

付
し
ま
す

対象者 負担割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得金額が220万円
以上の人 本人も含め同一世帯にいる65歳以

上の人の「年金収入額＋その他の
合計所得金額」が右記の額

単身は340万円以上
３割

2人以上は463万円以上

（上記３割負担に該当しない人で）
本人の合計所得金額が160万円
以上の人

単身は280万円以上
２割

2人以上は346万円以上

上記以外の人 １割

福
祉
医
療
対
象
者
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象
者

（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
）に
医
療
費（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
、
健
康
の
保
持
と
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
る
人

⑴

65
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か
月

以
上
の
寝
た
き
り
の
状
態
で
他
人

の
介
護
が
必
要
な
人
（
助
成
期
間

は
１
年
限
り
）

⑵

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２

級
を
持
っ
て
い
る
人

⑶

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑷

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

⑸

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
持
っ
て
い
る
人

⑹

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
持
っ

て
い
る
人

⑺

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２

級
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む

ね
Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑻

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
18
歳
未

満
又
は
高
校
第
３
学
年
修
了
ま
で

の
児
童
（
20
歳
未
満
）
を
養
育
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
人
及
び
児

童
）

※

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※

⑴
〜
⑺
の
20
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当
の
所

得
額
を
準
用
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

所
得
額
に
は
障
害
年
金
な
ど
の
非

課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し
ま
す
。

※

⑻
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

自
己
負
担
額

対
象
者
の
自
己
負
担

割
合
は
、「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。

薬
局
な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※

医
療
機
関
な
ど
で
、
１
割
を
超

え
る
又
は
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
は
、

助
成
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
払
い

戻
し
を
し
ま
す
。

※

対
象
と
な
る
の
は
、
保
険
診
療

に
係
る
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

入
院
時
の
食
費
な
ど
の
保
険
外
の

負
担
、
大
き
な
病
院
に
紹
介
状
な

し
で
か
か
っ
た
際
の
選
定
療
養
費

は
対
象
外
で
す
。

１か月１医療機関あたりの
自己負担限度額

区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 6,000円

市町村民税
非課税世帯の人  2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者）  2,000円 1,000円

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

浜
田
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に

お
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
、
次
の
と

お
り
学
校
を
閉
庁
し
ま
す
。
８
月
11

日
㈷
〜
16
日
㈬
に
、
学
校
へ
の
連
絡

が
必
要
な
場
合
は
、
次
の
連
絡
先
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
課
か
ら
学

校
の
管
理
職
に
連
絡
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈬
の
6
日
間

連
絡
先

・
幼
稚
園

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
保
育
所

幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

・
小
中
学
校

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
㉕
９
７
１
０

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
は
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
請
も
で
き
ま
す
。

対
象

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
介

護
医
療
院
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
世
帯
全
員
（
配
偶
者
は
世
帯

分
離
し
て
い
て
も
同
一
世
帯
と
み

な
す
）
が
市
町
村
民
税
非
課
税
か

つ
、
預
貯
金
な
ど
が
基
準
以
下
の

人
※

預
貯
金
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
全

て
の
預
貯
金
通
帳
・
定
期
証
書
な

ど
の
写
し
（
直
近
２
か
月
の
履
歴

が
わ
か
る
も
の
）

・
申
請
書
、
個
人
番
号
及
び
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

提
出
期
限

７
月
31
日
㈪

申
請
窓
口

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

郵
送
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１

浜
田
地
区
広
域

行
政
組
合
介
護
保
険
課

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

浜
田
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
に
助
成
を

行
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴

令
和
5
年
７
月
１
日
現
在
74
歳

ま
で
（
昭
和
23
年
７
月
２
日
生
以

降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

⑵

国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

⑶

令
和
5
年
度
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

受
診
医
療
機
関

市
内
医
療
機
関

又
は
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診

セ
ン
タ
ー

受
診
期
間

８
月
１
日
㈫
〜
令
和
6

年
１
月
31
日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

 （裏）
①住所
②氏名
③性別
④生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥受診不可日
（ない場合は「なし」と記入）

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「国保人間ドック
　　　　追加募集」係

検
査
内
容

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
消
化
器
検

査
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
便
潜
血

検
査

な
ど

定
員

30
人
程
度

自
己
負
担
金

８
０
０
０
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
⑥
受
診
不
可
日
を

必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※

は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

はがき記入例

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」
追
加
募
集
を

行
い
ま
す

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市

役
所
保
険
年
金
課
「
国
保
人
間

ド
ッ
ク
追
加
募
集
」
係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
７
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※

当
選
と
な
っ
て
も
希
望
の
医
療

機
関
で
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
込
期
限

７
月
13
日
㈭
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
㉕
９
４
１
０

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１

有

料

広

告
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資
格・試
験

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
受
付

７
月
18
日
㈫
〜
31
日
㈪

抽
選
日

８
月
下
旬

入
居
予
定

９
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
７
月
10
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

竹
迫
・
笠
柄
霊
園
墓
所

　
　
　
　
　
永
代
賃
貸
の
募
集

竹
迫
霊
園（
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２
）

区
画
数
・
区
画
番
号

15
区
画
（
58
・
85
・
１
２
７
・
１

３
６
・
１
４
８
・
２
７
８
・
３
０

７
・
３
１
１
・
３
６
１
・
B
‐
５
・

Ｅ
‐
14
・
Ｈ
‐
５
・
Ｉ
‐
10
・
Ｊ

‐
７
・
Ｏ
‐
13
）

笠
柄
霊
園
（
笠
柄
町
１
４
６
番
地
）

区
画
数
・
区
画
番
号

３
区
画
（
１・
１
２
７・
１
３
５
）

共
通

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

※

１
世
帯
１
区
画
の
み
。
同
一
世

帯
で
の
申
込
み
不
可
。

料
金
（
１
区
画
・
４
㎡
）

永
代
使
用
料

46
万
円

管
理
料

年
額
５
千
円
（
５
年
分

先
払
い
）

※

使
用
許
可
時
一
括
納
入

抽
選

日
時

８
月
２
日
㈬

午
後
１
時
30
分
受
付

場
所

市
役
所
本
庁
舎
4
階
講
堂

申
込
み

７
月
10
日
㈪
〜
24
日
㈪
に
、

希
望
す
る
区
画
を
選
択
の
上
、
申

込
書
を
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

へ

☎
㉕
９
４
２
０

伝 言 板
まちかど

浜
田
処
理
区
下
水
道
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
デ
ザ
イ
ン
募
集

対
象

浜
田
市
に
在
住
又
は
通
勤
・

通
学
す
る
小
学
生
以
上
の
人

※

１
人
１
作
品

募
集
内
容

・
デ
ザ
イ
ン
は
円
に
収
ま
る
も
の
に

限
る

・
浜
田
市
ら
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

市
の
魅
力
が
伝
わ
る
も
の

※

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

表
彰

最
優
秀
賞

１
人
（
賞
状
及
び
浜
田

市
共
通
商
品
券
３
万
円
分
）

優
秀
賞

２
人
（
賞
状
及
び
浜
田
市

共
通
商
品
券
１
万
円
分
）

※

小
中
高
生
が
入
賞
し
た
場
合
は

副
賞
相
当
額
の
図
書
カ
ー
ド

募
集
期
間

７
月
３
日
㈪
〜
９
月
８

日
㈮

申
込
み

募
集
要
項
を
確
認
の
上
、

応
募
用
紙
を
下
水
道
課
へ
持
参
、

郵
送
、
メ
ー
ル
又
は
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
を

提
出

下
水
道
課
整
備
係

☎
㉕
９
６
４
１

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

出
演
者
募
集

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

日
時

12
月
３
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演
者
募
集
（
選
考
）

申
込
み

７
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ

☎
㉒
３
７
５
９

浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品
募
集

募集部門・出品料

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン
第１部　一般・大学生・高校生
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

写真の部 題材自由
（デジタル加工した作品も可）

１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部
表現・材料・展示など既存の部門の枠を超えた作品
※　出品には世界こども美術館の学芸員との
　　事前打合せが必要です。

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部工芸・陶芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

展
示

日
時

９
月
30
日
㈯
〜
10
月
９
日
㈷

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
10
月
９
日
㈷
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

作
品
募
集

対
象

中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

部
門
・
出
品
料

下
表
の
と
お
り

申
込
み

出
品
票
と
出
品
料
を
各
応

募
先
へ

応
募
先・期
間（
閉
庁・休
館
日
除
く
）

○
市
役
所
北
分
庁
舎
２
階
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課

９
月
８
日
㈮
〜
22
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

９
月
８
日
㈮
〜
15
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
石
正
美
術
館

９
月
８
日
㈮
〜
18
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

作
品
の
搬
入
場
所

金
城
・
旭
・
弥

栄
支
所
教
育
委
員
会
分
室
、
石
正

美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日
時

９
月
30
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

搬
出

日
時

10
月
９
日
㈷

午
後
４
時
〜
５
時

問
合
せ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
芸
術
文

化
振
興
係

☎
㉕
９
７
３
０

募集要項及び応募用紙
はこちらから
ダウンロードできます

公
募
施
設

山
陰
浜
田
港
公
設
市
場

指
定
期
間

令
和
６
年
４
月
１
日
〜

令
和
11
年
３
月
31
日

問
合
せ

水
産
振
興
課
水
産
係

☎
㉕
９
５
２
０

申
請
方
法

７
月
３
日
㈪
か
ら
８
月

10
日
㈭
ま
で
に
、
募
集
関
係
書
類

を
各
担
当
課
窓
口
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

相
　
　
談

浜
田
年
金
事
務
所

手
話
に
よ
る
年
金
相
談

対
象

聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の
で

き
る
人

日
時

毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
要
予
約
）

問
合
せ

浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０
・
Fax
㉓
０
４
４
２

浜
田
保
健
所

難
病
相
談
（
神
経
内
科
）

対
象

神
経
症
状
（
手
足
の
ふ
る

え
・
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
わ
ば
り

な
ど
）
や
神
経
難
病
（
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

多
系
統
萎
縮
症
な
ど
）
に
悩
む
人

や
そ
の
家
族

日
時

８
月
29
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

浜
田
保
健
所

講
師

山
下
一
也
医
師
（
島
根
県
立

大
学
）

定
員

８
人
程
度

料
金

無
料

申
込
み

８
月
18
日
㈮
ま
で
に
浜
田

保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課
へ

☎
㉙
５
５
５
４

自
衛
官
な
ど

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

７
月
１
日
㈯
〜
９
月
５
日
㈫

試
験
内
容

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日

①
９
月
13
日
㈬
〜
18
日
㈷
の
う
ち

指
定
す
る
１
日
（
ウ
ェ
ブ
試
験
方

式
）

②
９
月
23
日
㈷
〜
25
日
㈪
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

試
験
会
場

①
受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

②
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

７
月
１
日
㈯
〜
９
月
５
日
㈫

試
験
日
（
一
次
試
験
）
９
月
15
日

㈮
〜
17
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１

日
（
紙
試
験
又
は
ウ
ェ
ブ
試
験
方

式
）

試
験
会
場

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格

高
等
学
校
卒
業
又
は
高

専
３
年
次
修
了
（
見
込
含
む
）
21

歳
未
満
の
人
（
海
上
は
23
歳
未

満
）（
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

７
月
１
日
㈯
〜
９
月
７
日
㈭

試
験
日
（
一
次
試
験
）
９
月
18
日
㈷

試
験
会
場

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※

試
験
日
な
ど
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２
㉑
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所

☎
㉒
１
３
３
４
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教
室・講
座

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

学
び
に
く
さ
の
あ
る
子
ど
も

の
理
解
に
つ
い
て

日
時

７
月
29
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

浜
田
養
護
学
校

申
込
み

浜
田
養
護
学
校
へ

☎
㉘
２
２
０
０

定
員

15
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
考
方
法

面
接

訓
練
期
間

７
月
31
日
㈪
〜
10
月
27
日
㈮

時
間

午
前
９
時
10
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
50
分

訓
練
会
場

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

申
込
み

７
月
11
日
㈫
ま
で
に
近
く

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

説
明
会
に
つ
い
て

日
時

６
月
27
日
㈫

午
前
10
時
〜

　
　
　
７
月
３
日
㈪

午
前
10
時
〜

問
合
せ

㈱
セ
ラ
ム

中
さ
ん

☎
０
９
０-

７
１
３
３-

０
５
５
４

求
職
者
支
援
訓
練（
公
的
職
業
訓
練
）

医
科
医
療
事
務
・
調
剤
事
務
科

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

８
月
９
日
㈬

（
合
格
発
表

８
月
17
日
㈭
）

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

15
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

訓
練
期
間

８
月
25
日
㈮
〜
12
月
22
日
㈮

訓
練
会
場

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

申
込
み

８
月
７
日
㈪
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

８
月
24
日
㈭

（
合
格
発
表

８
月
25
日
㈮
）

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

12
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

訓
練
期
間

９
月
１
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈭

訓
練
場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

申
込
み

８
月
22
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

共
通

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

部門 日時 場所 定員 料金 申込締切
初級Ⅰ
（昼の部）

７月19日㈬、８月２日㈬、23日㈬、
９月６日㈬　午後１時30分～３時 浜田まちづくりセンター

各
10人

会員
800円

非会員
1600円

７月12日㈬
初級Ⅰ
（夜の部）

７月19日㈬、８月２日㈬、23日㈬、
９月６日㈬　午後７時～８時30分 石見まちづくりセンター

中級Ⅰ
（昼の部）

７月26日㈬、８月９日㈬、30日㈬、
９月13日㈬　午後１時30分～３時 浜田まちづくりセンター

中級Ⅰ
（夜の部）

７月26日㈬、８月９日㈬、30日㈬、
９月13日㈬　午後７時～８時30分 石見まちづくりセンター

申込み　電話もしくはホームページから　☎㉕９５１１

浜
田
国
際
交
流
協
会

サ
ン
ト
ソ
の
英
語
講
座

対
象

５
歳
〜
小
学
校
６
年
生

日
時

①
７
月
25
日
㈫
〜
28
日
㈮

　
　
②
８
月
１
日
㈫
〜
４
日
㈮

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

場
所

浜
田
市
室
内
プ
ー
ル

※

無
料
送
迎
バ
ス
あ
り

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

６
０
０
０
円
（
ス
ク
ー
ル
会

員
は
５
５
０
０
円
）

申
込
み

７
月
８
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

受
付
開
始

☎
㉓
０
２
３
０

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

お
出
か
け

日
時

９
月
22
日
㈮
ま
で
の
開
館
日

※

要
事
前
予
約

※

月
曜
休
館

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

申
込
み

世
界
こ
ど
も
美
術
館
へ

☎
㉓
８
４
５
１

浜
田
市
美
術
展

現
代
美
術
の
部

下
見
・
相
談
会

浜
田
郷
土
資
料
館
企
画
展

名
誉
市
民

故
佐
々
木
正
先
生
寄
贈
品
展

日
時

７
月
１
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
及
び
祝
日
の
翌
日

場
所

浜
田
郷
土
資
料
館

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
郷
土
資
料
館

☎
㉓
６
４
５
３

日
時

７
月
13
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

演
題
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
症

状
理
解
と
支
援
」

講
師

大
野
貴
子
医
師
（
西
部
島
根

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
脳
神
経
小
児

科
医
長
）

料
金

無
料

申
込
み

７
月
10
日
㈪
ま
で
に
西
部

島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
５
52
２
４
４
２

浜
田
圏
域
高
次
脳
機
能

障
が
い
者
支
援
研
修
会

こちらからも
申し込めます

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時

７
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所

マ
リ
ン
大
橋
周
辺
と
宮

の
浦

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

中
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
い
わ
み

試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

日
時７

月
２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

７
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

７
月
30
日
㈰

午
前
11
時
〜

９
月
３
日
㈰

正
午
〜

９
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

場
所
県
立
サ
ッ
カ
ー
場（
益
田
市
）

※

９
月
17
日
㈰
は
サ
ン
・
ビ
レ
ッ

ジ
浜
田

問
合
せ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
い
わ
み
事

務
局

☎
㉕
５
０
８
９

ポ
ル
セ
イ
ド
浜
田

試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

従
来
船
よ
り
１
．
６
倍
に
大
型
化
し

最
新
鋭
の
設
備
を
搭
載
し
た
漁
船
を

ご
覧
く
だ
さ
い

日
時

７
月
10
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

浜
田
漁
港
５
号
市
場

問
合
せ

㈱
浜
田
あ
け
ぼ
の
水
産
総

務
部

岡
田
さ
ん

☎
㉒
３
３
１
６

浜
田
地
区
で
は
35
年
ぶ
り
に
建
造

新
型
沖
合
底
び
き
網
漁
船

見
学
会

日
時

７
月
13
日
㈭

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

15
人

料
金

無
料

申
込
み

７
月
11
日
㈫
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

浜
田
国
際
交
流
協
会

サ
ン
ト
ソ
の
故
郷
紹
介
講
座

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン

こちらからも
申し込めます

日
時

７
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
容

里
親
家
庭
を
舞
台
に
里
親
、

里
子
、
実
親
の
心
情
を
描
い
た
ス

ト
ー
リ
ー

定
員

60
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉒
１
３
８
０

映
画「
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
」
上
映
会
及
び
交
流
会

遊
泳
期
間

7
月
16
日
㈰
〜
8
月
20
日
㈰

※

安
全
に
遊
泳
で
き
な
い
と
判
断

し
た
場
合
は
遊
泳
を
禁
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

対
象

20
歳
以
上
の
人

日
時

７
月
17
日
㈷

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

県
立
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ

研
修
室

県
立
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
講
座

生
活
を
楽
し
む
た
め
の「
脳
」

と
「
体
」
の
健
康
体
操
！

日
時

７
月
15
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

定
員

40
人
（
先
着
）

料
金

無
料

申
込
み

７
月
11
日
㈫
ま
で
に
県
立

体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

日
時

７
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
・
７
月
23
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師

北
本
雅
己
さ
ん
（
日
展
審
査

員
・
東
光
会
常
任
理
事
）

定
員

30
人

料
金

７
５
０
０
円
（
１
日
の
み
参

加
の
場
合
は
５
０
０
０
円
）

持
参
品

洋
画
用
具
一
式
、
イ
ー
ゼ

ル
、
床
汚
れ
防
止
の
敷
物
な
ど

申
込
み

７
月
12
日
㈬
ま
で
に
山
光

会
事
務
局

河
上
晴
夫
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

７
７
７
３-

０
７
２
４

第
10
回
山
光
会
浜
田
洋
画
講
習
会

―
裸
婦
写
生
会
―

日
時７

月
２
日
㈰

午
後
２
時
〜

７
月
16
日
㈰

午
後
２
時
〜

９
月
２
日
㈯

午
後
２
時
〜

11
月
５
日
㈰

午
後
２
時
〜

12
月
３
日
㈰

午
後
２
時
〜

12
月
24
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

県
立
体
育
館

問
合
せ

ポ
ル
セ
イ
ド
浜
田
事
務
局

☎
０
９
０-

５
１
９
９-

９
８
３
０
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第
２
４
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

熱
田
町
福
井
周
辺
の

　
　
　
今
昔
を
訪
ね
る

日
時

７
月
23
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場
に
集
合
し

移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時

７
月
26
日
㈬

午
後
６
時
〜
７
時

場
所

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師

古
田
晃
一
朗
さ
ん
（
浜
田
医

療
セ
ン
タ
ー

診
察
部
長
）

問
合
せ

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課

☎
㉕
０
５
０
５

日
時

７
月
29
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

県
立
体
育
館

内
容

ボ
ッ
チ
ャ
、
車
い
す
ス
ラ

ロ
ー
ム
、
ク
イ
ッ
ク
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ

ス
、
か
ら
だ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
展
示
、
忍
者
ラ
ン
ド
、

体
力
測
定
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ユ
ニ
カ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
矢
、

各
種
展
示
な
ど

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
８
５
２
60
５
０
５
３

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

し
ま
ね
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

浜
田
会
場

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

今
や
国
民
病

ほ
っ
と
け
な
い
脂
肪
肝
の
話

対
象

小
規
模
事
業
者
（
小
売
・
飲

食
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）

日
時

７
月
31
日
㈪

講
座午

前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

個
別
相
談
会

午
前
11
時
〜
午
後
４
時
45
分

※

個
別
相
談
会
は
45
分
×
５
枠
で

要
事
前
予
約

場
所

い
わ
み
ぷ
ら
っ
と

講
師

今
井
英
貴
さ
ん
（
島
根
県
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
専
門
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

定
員

30
人
（
先
着
）

※

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
定
員
無
し

料
金

無
料

申
込
み

申
込
み
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら

☎
㉕
９
５
０
１

一
言
で
伝
わ
る
！
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
作
り
方
セ
ミ
ナ
ー

こちらからも
申し込めます

対
象

市
内
在
住
の
令
和
６
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
保
護
者

日
時

７
月
22
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所

浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

定
員

20
組
（
先
着
）

料
金

１
人
３
０
０
円

申
込
み

７
月
７
日
㈮
ま
で
に
浜
田

市
学
校
給
食
会
へ

☎
㉕
８
６
０
０

浜
田
市
学
校
給
食
会

親
子
給
食
会

対
象

留
学
生
や
技
能
実
習
生
な
ど

市
内
在
住
の
外
国
人

日
時

７
月
30
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定
員

15
人

料
金

５
０
０
円

申
込
み

７
月
23
日
㈰
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

浜
田
国
際
交
流
協
会

日
本
文
化
体
験
〜
浴
衣
を
着
て

盆
踊
り
を
体
験
し
よ
う
〜

こちらからも
申し込めます

日
時

７
月
29
日
㈯

午
後
６
時
〜
８
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

出
演

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
、

e
l
e
m
、
S
E
P
I
A
、

N
a
n
a
、
A
g
r
e
a
b
l
e

J
a
z
z
S
t
y
l
e

定
員

80
人

料
金

無
料

問
合
せ

平
野
さ
ん

☎
０
９
０-

２
２
９
３-

４
０
５
９

「
音
楽
の
夕
べ
」

〜
感
謝
を
歌
に
乗
せ
て
〜

日
時

８
月
４
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
所

浜
田
養
護
学
校

体
育
館

地
域
と
と
も
に
人
権
教
育

演
題
・
講
師
「
今
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
〝
あ
た
り
ま
え
〞
が
守

ら
れ
る
地
域
を
目
指
し
て
〜
子
ど

も
の
声
を
聞
く
・
や
っ
て
み
た
い

か
ら
は
じ
ま
る
あ
そ
び
・
大
人
の

役
割
〜
」・
栗
栖
真
理
さ
ん
（
浜

田
の
ま
ち
の
縁
側
代
表
）

問
合
せ

浜
田
養
護
学
校

☎
㉘
２
２
０
０

日
時

８
月
４
日
㈮

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題
「
教
育
現
場
に
お
け
る
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」

講
師

大
賀
一
樹
さ
ん
（
浜
田
市
出

身
）（
東
京
都
教
育
委
員
会
公
立

学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
／

公
認
心
理
師
）

料
金

無
料

申
込
み

７
月
26
日
㈬
ま
で
に
申
込

専
用
フ
ォ
ー
ム
又
は
人
権
同
和
教

育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉕
９
１
６
０

※

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ムこちらからも

申し込めます

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

対
象

小
学
生
と
保
護
者
（
小
学
生

の
み
、保
護
者
の
み
の
参
加
不
可
）

日
時

８
月
19
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て

20
人
程
度
（
抽
選
）

料
金

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
み

７
月
21
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
し
く
は
申
込
書

を
水
産
振
興
課
内

浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

対
象

小
学
生
以
上

日
時

９
月
３
日
㈰

午
前
９
時
〜

（
小
雨
決
行
）

場
所

石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員

12
チ
ー
ム
（
1
チ
ー
ム
５
人

で
プ
レ
イ
、登
録
は
10
人
ま
で
可
）

料
金

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
込
み

８
月
18
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
in
海
浜
公
園

対
象

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時

８
月
５
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

三
隅
中
央
公
園
、三
隅
中
央

会
館（
生
活
研
修
室
）、三
浦
正
昆

虫
館

定
員

20
人
程
度

料
金

１
人
１
０
０
円
程
度

申
込
み

７
月
21
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
に
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
へ

☎
32
２
８
０
３

三
隅
の
昆
虫
調
べ

石
見
海
浜
公
園
ゲ
ー
ム
大
会

海
の
日
に
遊
ぶ

日
時

８
月
６
日
㈰

※

開
始
時
間
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

場
所

石
見
海
浜
公
園

料
金

無
料

※

ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
は
小
学
生
以

下
が
対
象

問
合
せ

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー

☎
㉘
２
２
３
１

対
象

浜
田
商
業
高
校
卒
業
生

日
時

８
月
11
日
㈷

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

浜
田
商
業
高
校

浜
田
商
業
高
校

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
・
保
育
職
場
合
同
相
談
会

日
時

８
月
17
日
㈭

午
後
０
時
50
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
わ
み
ー
る
１
階
体
育
室

料
金

無
料
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

☎
㉔
９
３
４
０

詳細はホーム
ページをご覧
ください

一
般
（
高
校
生
以
上
）
初
心
者
・
上

級
者
コ
ー
ス
／
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生

以
下
）
初
心
者
・
上
級
者
コ
ー
ス

日
時

８
月
21
日
㈪
〜
毎
週
月
曜
日

（
全
10
回
）
午
後
7
時
〜
9
時

場
所
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

各
コ
ー
ス
10
人

料
金

一
般　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア

２
０
０
０
円

問
合
せ

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

夏
の
特
別
展

「
石
見
の
川
〜
一
級
河
川
に
負
け
る

な
！
二
級
河
川
の
魅
力
大
発
見
〜
」

期
間

７
月
15
日
㈯
〜
９
月
25
日
㈪

内
容①

新
卒
者
の
近
況
を
語
り
合
う
会

②
懐
か
し
の
学
校
見
学
会

問
合
せ

浜
田
商
業
高
校
同
窓
会
事

務
局

☎
㉗
０
０
６
４

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
音
楽
祭

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

７
月
１
日
㈯

午
後
３
時
30
分
〜

場
所

大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

出
演

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

内
容

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
弦
楽

セ
レ
ナ
ー
デ
第
３
楽
章
」、ビ
ゼ
ー

「
カ
ル
メ
ン
組
曲
」
ほ
か
演
奏

料
金

無
料

（
申
込
不
要
・
全
席
自
由
）

企
画
展
「
没
後
１
５
０
年

山
本
琹

谷
と
津
和
野
藩
の
絵
師
た
ち
」

日
時①

前
期

７
月
８
日
㈯
〜
31
日
㈪

②
後
期

８
月
２
日
㈬
〜
28
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

※

入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

休
館
日

毎
週
火
曜
日

※

８
月
15
日
㈫
は
開
館

場
所

石
見
美
術
館

内
容

津
和
野
出
身
の
文
人
画
家
・

山
本
琹
谷
の
作
品
や
資
料
と
、
江

戸
時
代
の
津
和
野
を
い
ろ
ど
っ
た

11
人
に
の
ぼ
る
多
彩
な
絵
師
た
ち

の
作
品
を
展
示

料
金
（
当
日
券
）

一
般　
　
１
０
０
０
円

大
学
生　
　
６
０
０
円

小
中
高
生

３
０
０
円

日
時

７
月
23
日
㈰

午
前
９
時
〜

場
所

三
隅
中
央
会
館

料
金

前
売
り　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
当
日　
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
　
小
学
生
以
下

無
料

問
合
せ

事
務
局

丸
山
さ
ん

☎
０
９
０-

３
６
３
９-

６
１
７
９

三
隅
町
石
見
神
楽
社
中
協
議
会

三
隅
の
石
見
神
楽
舞
い

場
所

ア
ク
ア
ス
３
階

夏
休
み
こ
ど
も
限
定
特
別
イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象

小
・
中
学
生
（
１
人
で
も
参

加
で
き
る
人
）

日
時

７
月
20
日
㈭
〜
８
月
27
日
㈰

各
日
２
回
実
施

※

８
月
11
日
㈷
〜
16
日
㈬
は
休
み

定
員

各
回
12
人

料
金

１
人
５
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前

受
付

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
に
ご
は
ん

を
あ
げ
て
み
よ
う
」

対
象

未
就
学
児
と
家
族

日
時

７
月
10
日
㈪

午
前
10
時
〜

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み

当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰

上
吉
田
神
楽
保
存
会

９
日
㈰

亀
山
社
中

16
日
㈰

都
治
神
楽
社
中

17
日
㈷

美
川
西
神
楽
保
存
会

23
日
㈰

宇
野
社
中

30
日
㈰

岡
見
神
遊
座

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

2627 広報はまだ：令和５年７月号広報はまだ：令和５年７月号
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「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 10日㈪･24日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ３日㈪･10日㈪
18日㈫･24日㈪
31日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

納
涼
「
こ
わ
〜
い
お
話
し
会
」

こ
わ
〜
い
お
話
し
の
朗
読
（
ｂ
ｙ

Ｓ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
）
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す
。

日
時

７
月
23
日
㈰

午
後
４
時
〜
５
時

場
所

中
央
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

貸出ベスト10（令和５年５月期）
順位 タイトル 著者
1 ラブカは静かに弓を持つ 安壇　美緒
2 汝、星のごとく 凪良　ゆう
3 しろがねの葉 千早　茜
4 母という呪縛　娘という牢獄 齊藤　彩
５ ハヤブサ消防団 池井戸　潤
６ 102歳、一人暮らし。 石井　哲代
７ 光のとこにいてね 一穂　ミチ
８ 流浪の月 凪良　ゆう
９ ずぼら瞬食ダイエット 松田　リエ
10 魔女と過ごした七日間 東野　圭吾

　みんなをまもる大きな赤いかさ。どんなに背が高く
ても、どんな格好でも、何人でもやさしく包みこんで
くれる大きなかさ。かさの中には、顔は見えませんが、
様々な人たちが入っていて、動物たちの姿もみえます。
　ウクライナ民話「てぶくろ」を思い出させるおはな
しで、かさのやさしい表情がとても印象的な１冊です。

作　エイミー・ジューン・ベイツ　ジュニパー・ベイツ
訳　のざか　えつこ　化学同人（Ｅ　ベイ）

司書がすすめるこの一冊

「おおきいかさ」

森
と
あ
そ
ぶ
ア
ー
ト
展

　
　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
す
！

当
館
で
は
、
浜
田
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

ア
ー
ト
の
視
点
で
捉
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て

自
然
に
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
を
行
い
ま
す
。
去
年
は
川
に

注
目
し
た
展
覧
会
を
企
画
し
、
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
森
を
テ
ー
マ
に
、
独

創
的
な
作
品
を
制
作
し
て
い
る
作
家
た
ち
の

作
品
が
集
合
し
ま
す
。

廃
材
で
作
ら
れ
た
実
寸
サ
イ
ズ
の
動
物
作

品
。
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
で
体
験
す
る
不
思
議

な
森
な
ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
と
表
現
方
法

７月の休館日
３日㈪・10日㈪・18日㈫・24日㈪・31日㈪
展示替　11日㈫～14日㈮

会
期

７
月
15
日
㈯
〜
９
月
24
日
㈰

料
金

一
般　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生

２
０
０
円

助
成

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

１
階
・
創
作
室
で
３
時
30
分
ま
で
受
付
。

29
日
㈯
・
30
日
㈰
は
３
階
・
多
目
的
ホ
ー
ル

で
受
け
付
け
ま
す
。

定
員

30
人

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
け
ん
玉
》

◎
１
日
㈯

参
加
費

２
０
０
円

《
ア
ー
ト
を
運
ぶ
G
A
H
A
N
カ
バ
ン
》

◎
２
日
㈰

※

講
師

寺
尾
堂
さ
ん

参
加
費

２
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費

１
０
０
円

《
木
っ
端
で
ア
ー
ト
》

◎
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
木
の
本
立
て
を
つ
く
ろ
う
》

◎
17
日
㈷

参
加
費

５
０
０
円

《
コ
ル
ク
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

◎
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費

１
０
０
円

《
偏
光
板
万
華
鏡
》

◎
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

で
制
作
さ
れ
た
作
品
が

展
示
室
を
彩
り
ま
す
。

森
の
中
に
い
る
か
の

よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ

な
が
ら
楽
し
む
現
代
美

術
展
で
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

出品作品の一部

中
央
図
書
館
・
三
隅
図
書
館
開
館

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

開
館
10
周
年
を
記
念
し
、
８
月
に
特
別
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

今
月
号
の
「
広
報
は
ま
だ
」
４
ペ
ー
ジ
で

特
集
記
事
を
組
み
、
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木の本立て

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.319

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
２
０
２
３
を
開
催
し
ま
す

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
を
実
際

に
見
て
聞
い
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
。

２
つ
の
学
部
（
国
際
関
係
学
部
・

地
域
政
策
学
部
）
の
学
び
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
な
ど
を
余
す
こ
と
な
く

お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
ご
用

意
し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
29
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

　
　
（
受
付

午
後
０
時
30
分
〜
）

主
な
内
容
（
予
定
）

・
各
コ
ー
ス
特
別
企
画

・
保
護
者
向
け
説
明
会

・
先
輩
学
生
と
の
交
流

・
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

・
各
種
相
談
会
（
入
試
・
学
生
生

活
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
・
地
域
交
流
・

国
際
交
流
・
留
学
）

※

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１

年
生
や
２
年
生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※

参
加
人
数
に
上
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
上
限
に
達
し
次
第
受
付
を

終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

オープンキャンパス2022の様子

問
合
せ

学
務
課
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

☎
㉔
２
２
０
３

総
合
政
策
学
会

　
　
　
特
別
講
演
会
の
ご
案
内

島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
著
名
人
を
講
師
に
迎
え
、
教

員
・
学
生
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
吉
川
徹
さ

ん
（
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研

究
科

教
授
）
を
お
迎
え
し
、
左
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
13
日
㈭

　
　
　
午
後
４
時
30
分
〜
６
時

会
場

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
堂

入
場
料

無
料

※

事
前
申
込
不
要

講
師

吉
川
徹
さ
ん
（
大
阪
大
学
大

学
院
人
間
科
学
研
究
科

教
授
）

演
題

「
地
方
の
人
口
減
の
し
く
み
を
知
ろ

う
」

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

吉川徹さん

令
和
４
年
度
卒
業
生
就
職
状
況

３
月
17
日
㈮
、
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
９
月
の
卒
業
生
と
合

わ
せ
、
令
和
４
年
度
は
計
２
１
５
人

の
若
者
が
就
職
・
進
学
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
道
へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
卒
業
生
（
第
20
期

生
）の
就
職
内
定
率
は
、98・
０
％（
５

月
１
日
時
点
）
と
な
っ
て
お
り
、
業

種
別
で
は
、
卸
売
業
・
小
売
業
の
就

職
者
が
24
・
４
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
公
務
が
16
・
２
％
、
情
報
通
信

業
が
10
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
年

も
無
事
に
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
浜
田
市
で
の
思
い

出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で
活

躍
し
て
い
き
ま
す
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ

学
務
課
キ
ャ
リ
ア
支
援
室

☎
㉔
２
２
０
２

マスコットキャラクター
「オロリン」

vol.237
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

詳細・申込はこちら
から見られます

29 広報はまだ：令和５年７月号 28広報はまだ：令和５年７月号
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

企
画
展「
画
家
の
仕
事・画
家
の
道
具
」

会
期

８
月
20
日
㈰
ま
で

日
本
画
家

石
本
正
は
東

西
の
美
術
を

広
く
研
究
・

吸
収
し
、
独

自
の
技
法
を

考
案
し
な
が

ら
、
現
代
に
生
き
る
自
分
に
し
か
描

け
な
い
作
品
を
追
求
し
ま
し
た
。

本
展
は
、
石
本
を
は
じ
め
当
館
収

蔵
の
現
代
日
本
画
家
12
人
の
作
品
68

点
を
展
示
し
、
作
品
の
描
き
方
や
道

具
、
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
な
が
ら
、
様
々
な
角
度
で

「
画
家
の
仕
事
」
を
読
み
解
き
ま
す
。

今
回
は
、
ふ
だ
ん
目
に
す
る
こ
と

の
少
な
い
日
本
画
の
画
材
や
道
具
に

ふ
れ
て
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
石

正
美
術
館
で
ア
ー
ト
に
親
し
む
夏
を

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

７
月
９
日
㈰

午
後
２
時
〜
（
要
観
覧
券
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　
　
　
　
　（
観
覧
無
料
）

石
正
美
術
館

子
ど
も
絵
画
教
室

「
み
ん
な
で
伊
藤
若
冲
に
な
ろ

う
！
」
完
成
報
告
展

会
期

７
月
６
日
㈭
ま
で

「
身
近
に
あ
る
幸
せ
」
さ
が
し
て

干
支
一
巡
展

会
期

７
月
８
日
㈯
〜
17
日
㈷

浜
田
市
・
江
津
市
の
絵
手
紙
教
室

の
皆
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
「
福
は
ん
こ
展
」

会
期

７
月
22
日
㈯
〜
29
日
㈯

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

江
津
市
の
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作

家
・
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｏ
（
福
は

ん
こ
）
さ
ん
の
作
品
約
50
点
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

◎【ワークショップ】
　　「シーグラスで
　　ウェルカムボードをつくろう」

　夏にぴったり、涼やかなシーグラスを木製
のカッティングボードに貼り付けて、オリジ
ナルのウェルカムボードを作ってみません
か？ご家族での合作もできます。
日時　７月22日㈯　午後１時～３時
対象　どなたでも（小学生未満保護者同伴）
定員　15人（要予約）
場所　石正美術館　創作室
参加費 600円
講師　TAHATAさん

見本　縦27×横15㎝

◎【ワークショップ】
　　「消しゴムはんこを体験しよう！」　

　ギャラリー展出展作家による、夏をテーマにした消
しゴムはんこ作りを体験できます。刃物を使わずに彫
れる特別な消しゴムを使うので、小学生や初心者の人
も気軽にご参加ください。できたはんこはコースター
に押したり、はがきに押して暑中見舞いにします。
日時　７月29日㈯
　　　①午前10時～11時30分　②午後１時～２時30分
対象　小学生～大人　各回定員５人（要予約）
場所　石正美術館　創作室
参加費 500円
持ち物　シャープペンシル
　　　　エプロン（あれば）
　　　　拡大鏡（必要な人）
講師　fukuhanko
　　　（福はんこ）さん

作品例

石本正《ポピー》1967年

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,009 17,832 19,415 37,247
金 城 1,850 1,883 2,022 3,905
旭 1,273 1,249 1,229 2,478

弥 栄 626 530 581 1,111
三 隅 2,714 2,601 2,775 5,376
合 計 25,472 24,095 26,022 50,117

（単位：人）
人　口（５月末現在）

６
月
４
日
㈰
、
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

40
年
前
に
豪
雨
災
害
を
経
験

し
た
三
隅
地
域
で
は
、
消
火
活

動
や
炊
き
出
し
の
訓
練
が
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
数
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
万

が
一
の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合

の
対
応
を
学
び
、
互
い
に
共
有

し
ま
し
た
。

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

７ 令
和
５
年

N
o.267

広
報

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp
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